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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本研究は、次の４点において高く評価することができる。 
 １つ目は、生活科学の立場、ひいては生活保育の立場から、遊びの１つである描画活動を通して親や
保育士が子ども理解を深めていく新たな方法として「描画プロセス分析シート」を開発するとともに、そ
の効用を具体的に示したことである。この開発と利用によって、従来の視覚的リアリズムの立場から子ど
もの描画作品を静態的に分析・考察するのではなく、子どもの描画プロセスを緻密に分析・考察すること
に成功した。 
２つ目は、１つ目の「分析シート」による新たな児童画観察・分析方法およびそれに基づく子ども理解
に関連して、児童画の臨床的研究の仕方が、いわゆる実験室のように、研究者によって予め統制された環
境において行われたものではなく、周りに多くの他の子どもがいて数名の保育者がいるといった、子ども
からみてごく普通の保育現場において行われたということである。状況的心理学でいう、いわゆる児童画
の in situ研究である。子どものごく自然な描画行為をあるがままに観察・分析したことは、子ども理解
にとって大きな意味があると考えられる。 
３つ目は、従来の「芸術による教育」のように、何らかの芸術媒体を通して子どもが感情を表出したり
解放したりするといった大雑把な子ども理解の方法ではなく、美術（絵画）が子どもに対し何ができるの
かという「美術（絵画）の教育」に基づきながら、前述した「分析シート」を用いて精緻な子ども理解の
方法を提示したことにある。つまり、専門性の高い美術や美術教育に拘りながら、子ども理解を深める可
能性を示したことに本論文の最大の価値がある。 
４つ目は、こうした研究の結果として、児童画研究の第一人者、G.H.リュケの知的リアリズムに基づく
描画分析から画面構成プロセス分析へと、児童画研究を進展させたことである。 
その一方で、本論文は、次のような問題点があり、それらは今後の課題となる。 
１つ目は、本論文でいう「子ども理解」は、図式的表現期を過ぎても描画を楽しむことができる「子ど
もの理解」に限られている。この点からするとむしろ、描画を楽しむことのできる子どもと、楽しめない
子どもの違いは、一体どのような要因によるのかを解明した上で、後者の子どもに対し何らかの手立てを
講じるべきである、ということである。 
２つ目は、本論文では児童画の画面構成過程を「形とイメージ」の観点から分析している一方で、「色」
の観点からの分析がまったくなされていないということである。色は、視覚性や物語性などと同等に、あ
るいはそれら以上に、子どもの描画行為の流れに大きな影響を及ぼすと考えられるだけに、今後、色の観
点を考慮すべきである。 
ただ、以上の問題点を割り引いても、本論文は「分析シート」というオリジナルな児童画の臨床的研究
を開発するとともに、数多くの子どもの絵を保育現場で観察・分析することで、従来の研究では知られて
こなかった新たな知見をいくつも発見しているなど、本論文を総合的に判断した結果、審査委員会は、本
論文が博士（学術）の授与に値するものと認めた。 
 
